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	報 告 者 氏 名
	国代表　　　　　藤本　修子

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	開催地域の

様子
	ロイヤルバルーナヨットクラブにて開催。

周辺はホテル以外の施設はないが、治安はよい。パタヤビーチより高級リゾートといわれる地区でした。


	宿泊場所
	コージービーチホテルに宿泊。（他アジア圏選手はヨットクラブ内のコテージに宿泊）

日本チームは選手とサポーターと同じホテルに泊まれるよう事前交渉。

ヨットクラブまで７００ｍ。徒歩１０～１５分。

ヨット用荷物（セール、道具一式）をもっての移動はかなり大変です。

日本チームは現地通訳さんの車があり、対応していただきました。ソンテウ（荷台のようなトラック）をチャーターしているチームもありました。　

	大会のサポーターへの対応は
	サポーターの大会側の認識度は、よくわかりませんでした。

３役以外は身分証もありませんので大会本部との関わりもありません。

他参加国を見ましても、サポーターという位置付けで参加している人々はいないようでした。

３役以外は家族としての参加で、休暇を楽しまれているようでした。

またスポンサー協賛品の、Ｔシャツは選手分のみ、食事は選手、３役のみという状況でした。

（スポンサー協賛の食事＝ピザday、バーガーキングday）

	選手たちの

 コンディションは？


	風邪気味で参加した選手以外はコンディション良好でした。

暑さに慣れるのが１番です。慣れるまでは水をがぶ飲みし発汗し続けますが、慣れるとそれも落ち着きます。こまめな水分補給、頭から水をあびるなど、ク－ルダウンを上手にすることが大切。

また、生水、火の通っていない食べ物を食べないという注意が必要。それでも腹痛を訴える選手もいました。

	サポーターとして気をつけたことは？


	国代表というお役を頂いたサポーターでしたので、積極的に大会本部の方とコミュニケーションをとるようにしました。大会運営の情報を逃さないよう、こちらからアピールをいたしました。

また選手に疲れがたまらないよう、レースの失敗を引きずらないよう、レース後のスケジュール管理に気をつけました。　



	海外の選手を見て感じたことは？


	レースへの真剣さを感じました。

“ブラック”でひっかかりレースにでられないと泣きながらハーバーバックする選手もいるほどでした。

	日本の選手を見て感じたことは？


	とても、リラックスしてレースを楽しんでいるようでした。

	Spare dayの過ごし方は？


	チームレースの消化次第と言うことで観光等の事前設定はできませんでした。

結局、チームレースdayは風がなく半分も消化できず、スペアdayにおくられ、決勝終了は午後２時ちかくでした。

日本チームは敗退後、ヨットクラブ内のプールで過ごし海外セーラーと交流しておりました。

	日本チームとして

の課題


	今回のように、レース会場とホテルが離れている場合、特に忘れ物は致命的です。

自己管理をしていければと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他

　
	海外レース引率を経験させていただきありがとうございました。

招待する国側の、高いホスピタリティにとても感動いたしました。

参加選手１人１人を大切にしていただいたことは忘れられません。

大会本部、RVYC、YRATの皆様に心より感謝いたします。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

